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られる（第5表）。最長板長では各区ともあまり差が

なく，枚数の多少がそのまま根の生育量に結びついて

おり．ベーパーポット首で2㌢区，樹脂ポット首で56

第5表　　発根　力調査（8月9日）

夢区（それぞれ首生育時における窒素量）がまさって

いる0　このことは板の乾物重においても同様の憤向と

して認められる。
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4　ま　　　と　　　め

椎首移植の場合，窒素量の増加に伴い草丈の伸長等

が増大し，窒素量の多少で首生育が極端に左右される

（1970．福農試）傾向にあるが，4．0菓附近まで育

成する中首の場合では窒素5才以上になると劣ってく

るが，むしろ窒素量のみでなく．窒素と燐酸のバラン

スによるものと考えられる。その結果本試験の場合，

ペーパーポット首では2－1－1区．2－2－1区が，樹脂

ポット苗では58－58－18区，56－5°－5d区が他区

に比べまさっている。また，本試験の場合，発振状態

を謁べるにあたり育苗期間内に生じた根をすべて切断

しており実際と異なっている。また，稲体分析も行な

ってないのでさらに検討したい。

文献省略

田植機利用による水稲の移植方式に関する研究

第4報　冬期播種による育苗法について

及川　俊昭・佐藤　昭介・鴇田　広身

（宮城県農試）

1　ま　え　が　き

近年．急速に普及しつつある田植機利用による土付

稚苗移植栽培において，青首する場合，播種時の作業

量が多く，労力が集中する。この労力を分散させるた

め，農閑期である冬期間に播種して育苗する方法につ

いて1989，1970年の2カ年試験し，その実用性が

明確となったので，その結果の概要を報告する。
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2　試　験　方　法

第1試顔（1989年）

1　供試品種：ササニシキ

2　播種時期：4月10日，24日．5月8日・22

日，6月5日

5　床土の水分：乾土（5・0－ス5％），湿土（25・7～

26．4％）

4　種子条件：乾籾（選種，消毒後乾燥），吸水籾

（選種，消毒後吸水）

5　耕毯概要：播種呈；250才／箱，施肥量；硫安

8タ，過石8才，塩加4才／箱，保存場所；宮城

農試本館実験室，青首；農電式電熱育苗器を利用

第2試験（1970年）

1播種時期：12月10日．24日，1月7日■

21日，2月4日，18日，5月48．18日，

4月1El．15日，22日（標準として吸水籾も）

2　床土の水分：乾土（5．1～4・5％）

5　亀子条件：乾籾（選種，消毒後乾燥）

4　施肥条件：施肥（硫安10才，過石10才，塩

加5才），無肥

5　耕毯概要：青首；4月18，20，22日の5

第1表　室内における発芽試験結果（1989）
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回描水後4月22日より農電式電熱育苗器利用・本田

栽培；別巴量成分で封，P20いⅩ20各々800才／a・

5月15日ヤン‥マーPP－2A型田植機で55×14の！

（21．6株／〟）に移植，その他は標準耕毯法．

上記以外は第1試験と同じ。

5　試験結果および考察

第1試験

1保存期間の環境条件：4月10日よりd月5日

までの温度の推移は最高気温の平均18・5℃（21・2～

15．2℃），最低気温の平均15・1℃（1父0～8・5℃）で

あり，湿度の変化は，最高湿度の平均85・5％（75・5

～51．0％），最低湿度の平均51．7％（84・5～51・0

％）であった。このように気温．湿度とも比較的変化

が少なく保存条件としては良好であったものと思われ

る。

2　保存後の種子の発芽力：室内常温下で発芽させ

たが，発芽期間中の温度は20－27℃であった0乾

土・乾椒区の発芽率がいずれの播種時期でも98％以

上で最もよく，その他の区では4月10日か24日播

で発芽率が低下した。また，乾土区より湿土区が・乾

籾区より吸水籾区の発芽が早かったく第1表）0

　 調 査 日

区　 分

1 8 日 2 日 目 5 日 目 4 日 日 5 日 日 8 日 目 7 日 日 8 日 目 発 芽 率

4 月 1 0 日

乾 土 ・乾　 板

粒 粒 粒 粒 粒 粒 粒 粒 ％

0 0 1 8 5 5 2 9 0 0 0 9 8

乾 土 ・吸 水 籾 0 0 4 5 8 2 4 d 5 1 7 9

湿 土 ・乾　 板 0 る d O 2 2 1 0 0 D 8 9

湿 土 ・吸 水 籾 1 1 5 2 7 4 7 1 1 0 0 0 9 9

4 月 2 4 日

乾 土 ・乾　 籾 0 0 1 5 7 5 1 2 0 ロ 0 1 0 0

乾 土 ・吸 水 籾 0 8 4 0 5 5 1 5 0 0 0 9 8

湿 土 ・乾　 扱 5 4 5 4 0 5 0 0 0 D 8 9

湿 土 ・吸 水 楓 4 4 4 2 5 8 1 0 0 0 8 0

5 月　 8　 日

乾 土 ・乾　 籾 0 0 1 5 5 5 5 0 0 0 0 1 0 0

乾 土 ・吸 水 扱 1 0 4 1 5 0 1 1 d 0 D 0 9 8

湿 土 ・乾　 籾 1 8 5 5 5 8 2 0 0 0 0 9 5

湿 土 ・吸 水 籾 4 9 4 5 5 2 D 0 0 0 9 9

5 月 2 2 日

乾 土 ・乾　 籾 0 0 2 1 5 4 2 5 0 0 0 1 0 0

乾 土 ・吸 水 籾 1 4 4 5 5 1 1 7 1 0 0 9 9

湿 土 ・乾　 籾 0 0 5 0 8 4 5 0 1 0 1 0 0

湿 土 ・吸 水 籾 d 4 2 5 9 0 1 0 0 0 9 9

6　月　 5　 日

乾 土 ・乾　 籾 0 0 2 5 4 8 2 4 5 1 1 1 0 0

乾 土 ・吸 水 籾 2 5 7 4 1 0 0 0 0 0 1 0 0

湿 土 ・乾　 籾 0 2 5 4 4 9 1 5 0 1 0 9 9

湿 土 ・吸 水 籾 5 4 4 4 D 0 D 0 1 ロ 9 9
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5　育苗：青首期間の温度条件は，発芽期52．0～

2鼠0℃，線化期52．5－24．0℃，硬化期28．0′～11．0

℃であった。

発芽は保存期間の短いものほど，また，土壌および

籾の水分の多いものが早かった。発芽率は．4月10

日楢では乾土・乾籾区は100％であったが，湿土・乾

板区85・2％，乾土・吸水籾区795％，湿土・吸水籾

区75．0％と低下したが．それ以降の播種期では90％

以上であった0　また．普通菌率も4月10日楢では乾

土・乾籾区の8Rd％を除いて非常に低く実用性がない

と思われたが．それ以降の播種期では90％以上で問

題がなかった（第1回）。湿土あるいは吸水籾のいず

れかの条件により発芽率が低下したのは，これらに含

まれた水分により種籾が活動し，床土などに潜伏して

いた雑菌に侵されたためと思われる。
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弟1図　発芽率および普通苫率（1969）

首の生育は，生育初期には発芽の遅れた乾土・乾籾

区が劣ったが．その差は日時の経過につれて大差なく

なった。また，湿土区より乾土区が，乾籾区より吸水

籾区が草丈は高い傾向を示した。第1菓鞘高，糞身長

とも草丈と同様な傾向であった（表省略）。

以上の結果から，長期間保存する条件としては，床

土あるいは種掛こよる影響がない乾土・乾籾がよいと

思われた。

第2試験

1　保存期間の窮境条件：最高温度の平均は95℃

（12．8～4．8℃），最低温度の最高は臥9℃（12．8～4．5

℃）であり，湿度の最高は85．5％，毅低は45．5％であった。
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2　保存後の種子の発芽力：室内常温下（14．7～20．7

℃）で発芽させたが．播種後7日銅から発芽を開始し，

4日間ぐらいでほとんど100％の発芽率を示した。

5　青首：発芽率．普通首率とも保存期間の長短．

基肥の有無に関係なく98％以上で良好であった。草丈は

施肥区が無肥区より高くなったが，播種時期による差は少

なかった。また，乾物重も標準区に比し大差なかった（第2図）。

4　本田における生育・収量：草丈は全生育期間を
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第2図　播種時期と発芽率・草丈および乾物重との関
係（1970）
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第5図　播種時期と収量および収量構成要素（2号旬吸
水籾を100　として）




